かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付要綱
（目的）

第１条　この告示は、市内の中小企業者の新たな事業活動を通じた経営の向上を目指す取り組みを支援するため、経営革新による新商品、新役務又は新技術の開発等の事業を推進する中小企業者に対して助成金を交付し、もって市の経済活性化及び就労機会の拡大を図ることを目的とする。

（定義）

第２条　この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

　（１）　中小企業者　中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律（平成１１年法律第３８号。以下「法」という。）第２条第１項各号に規定する中小企業者をいう。
　（２）　経営革新　次に掲げる事業活動で、その経営の相当程度の向上を図ることができるもの。

ア　新商品の開発又は生産
イ　新役務の開発又は提供

ウ　商品の新たな生産又は販売方法の導入

エ　役務の新たな提供の方式の導入
オ　その他市長が認める事業活動
（対象者）

第３条　助成金の対象者は、次の各号のいずれにも該当する中小企業者とする。
　（１）　市内に本社を有し、引き続き６箇月以上同一事業を営んでいる者で、法第９条の規定による経営革新計画を作成し、知事又は経済産業大臣の承認を受けた者
　（２）　市税を滞納していない者
（助成額）

第４条　助成額は、１企業につき１０万円とする。

（助成金の交付申請）

第５条　助成金の交付を受けようとする者は、かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて、市長に申請しなければならない。

（１）　事業計画書（様式第２号）
（２）　経営革新計画に係る知事又は経済産業大臣の承認書の写し
（３）　その他市長が必要と認める書類

（助成金の交付決定）

第６条　市長は、前条の申請があったときは、その内容を審査し、適当と認めたときは、かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付決定通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。
（助成金の請求及び交付）

第７条　前条の規定により、助成金の交付決定の通知を受けた者は、かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付請求書（様式第４号。以下「請求書」という。）を市長に提出しなければならない。
２　市長は、前項の請求書を受理したときは、速やかに助成金を交付するものとする。
　（その他）

第８条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

様式第１号（第５条関係）

　　年　　月　　日

　かほく市長　様

住所又は所在地

申請者　法人名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付申請書

　かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付要綱第５条の規定により、下記のとおり助成金の交付を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

記

　１　事業内容

　２　助成金交付申請額　　　１００，０００円

　３　添付書類

（１）　事業計画書（様式第２号）
（２）　経営革新計画に係る知事又は経済産業大臣の承認書の写し

（３）　その他市長が必要と認める書類

　４　市税の滞納状況に関する調査

　　　中小企業経営革新支援事業助成金を申請するに当たり、市税の滞納の有無について調査することを承諾いたします。

様式第２号（第５条関係）

事 業 計 画 書

１　申請者の概要

　　　住所又は所在地　　　かほく市

　　　名　　　称
　　　代  表  者

　　　設立年月日　　　　　年　　月　　日　　　従業員数　　　　　　　人

　　　業　　　種　　　　　　　　　　　業　　　電話番号

　　　資　本　金　　　　　　　　　　千円

　　　担当者名
２　事業の名称

３　事業の目的

４　事業の概要（事業計画、実施の内容）

５　事業実施による効果

６　そ　の　他
様式第４号（第７条関係）
　　年　　月　　日

　かほく市長　様

所在地
名　称
代表者名　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付請求書

　　年　　月　　日付け第　　　号で通知のありました、かほく市中小企業経営革新支援事業助成金について、かほく市中小企業経営革新支援事業助成金交付要綱第７条の規定により下記のとおり請求します。

記

　　１　助成金の交付請求額　　　１００，０００円

　　２　支払の方法　口座振込
【振込先】

	金融機関名
	
	店　名
	　　　　　　　店

	預金種別
	普通・当座
	口座番号
	

	（フリガナ）

口 座 名 義 人
	

	
	


